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1 は じ め に

肥料の利用率を高めて施肥量を減らすためには,肥効調

節型肥料を用いた局所施肥や接触施肥が有効である。

そこで,岩手県の主要果菜の一つであるピーマンを用い

て肥効調節型肥料を用いた「全量基肥一回施肥」と,初期

溶出抑制肥効調節型肥料を用いた「育苗時全量ポット制 田

及び「移植時全量植穴施肥」について検討した。

2試 験 方 法

■)試験場所 岩手県農業研究センタービニルハウス
(21 供試品種 京ゆたか
(31 裁植密度 1,234株/10a(180m× 45cn, 1条 )
(41 収穫期間 6月中旬～10月下旬
15)耕種概要

1)試験 1 全量基肥一回施肥 (2000年 )
播種 :3/6 仮植 ,4/12 定植 :5/26
定植する畦の部分のみ施肥し,耕起後,マルチを張り定

植した。窒素成分として被覆硝酸系NK化成140日 タイプ
と速効性窒素を8対 2で配合した区 (商品名 :ロ ング野菜

2号 (BB肥料),以下「80%配合」)と 7対 3で配合した

区 (商品名 ;コ ング野菜 4号 (BB肥料).以下「70%配

合」),及び対照区 (基肥 :硫安,追肥 ,NK化成)の 3区
を設定した。なお,施肥量は表 1の とおり。

2)試験 2 育苗時全量ポット施肥・移植時全量植穴

表 1 施肥量 (試験 1)

区名 窒素 リン酸    カリ 窒素

基肥 追肥 合計 基肥 基肥 追肥 合計 減1巴率
対照  15  12  27  30  15  12  27  -
80%配合 19   0  19  30  30   0  30  30
70%配合 19  0  19  30  30  0  30  30

表 2 施肥量 (試験 2)

施肥 (1998・ 1999年 )

1998年 播種 12/18 仮植 ,3/17 定植 i5/20
1999年 播種 i3/9 仮植 ;4/13 定植 :5/19
育苗時全量ボット施肥は,セル苗をポット (12cll径)に
仮植する際に培土と肥料を混和し,全量を施肥した。なお,

培土と混和する際には,被膜を傷つけないよう丁寧に行っ

た。移植時全量植穴施肥は,定植時の植穴に肥料を全量施

用後,定植した。

窒素成分としては,ポ ット施肥は,被覆硝安系100日 シ

グモイドタイプ (肥料名 ,N2601(チ ッソ旭),以下「ボッ

ト①」)及び被覆尿素系lllll日 ングモイ ドタイプ (肥料名
N400,以下「ポット②」)の 2つの肥料を,ま た,植穴施

肥は,被覆硝安系100日 ングモイドタイプ ((肥 料名 ;

N2601(チ ッソ旭),以下「植穴」)を用いた。対照区 (基

肥 :硫安,追肥 :NK化成)を合わせ 4区で試験を行っオち
なお,施肥量は,表 2のとおり。

3 試験結果及び考察

(D 試験 1 全量基肥一回施肥
草丈は,80%配合区,70%配合区とも対照ヌ並の生育を

示していた (表 3)。 両区とも,収穫初期と終期に,収量

が劣るものの全収量では,ほぼ対照区並の収量が得られた

(表 4)。 栽培期間を通じて,土壌中 (移植した株の中間を

採取,地表下15cn)の硝酸態窒素濃度は対照区よりも低 く

推移した (データ省略)。

2)試験 2 育苗時全量ボット施肥・移植時全量植穴施肥
ポット① o②は,1998年 ,1999年とも,定植時の苗の葉

色が対照区より濃く,初期溶出抑制肥料の一部が溶出して

いると推察された (表 5)。

草丈,節数は,1998年の8月調査では,ポ ット①・②で,

対照区より劣り,10月 の調査では,ポ ット②が対照区より

劣った。1999年の 8月 調査では,ポ ット②力対照区より劣っ

1    14    18    33    30    15    15    - 15    15    30    30    15    15    -
ポッ ト屯D   26     0     0    26    30    30    0    21    20     0     0    20    30    30     0    33
ポッ ト()   26     0     0    26    30    30    0    21    20     0     0    20    30    30     0    33
有直夕て        1    25     0    26    30    30    0    21     0    20     0    20    30    30     0    33
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表3 生育調査 (草丈)

∬

80%配合  104  (102)  169  (98)
70%配合  106  (104)  173  (101)

表4 月別総収量 (試験 1)

(co)        (m)  (節 )  (cI)  (節 )
文寸厠Q        21 3      482      974     106     1386     192
ポット①  289  594  807  96  1427  204

― 対里‐―f●Ю 十 歓

図 1 土壌中硝酸態窒素濃度の推移 (試験 2)

21    (100)    116    (100) 100)    144 00)    150 582 (100)
80%配合  17 (82) 133 (115) 146 (96) 143 (99) 131 (88) 571 (98)
70%配合  20 (94) 128 (111) 174 (114) 154 (107) 113 (75) 588 (101)
注 ( )は対照区に対する比

(節 )(cm)(cl)

植穴    213   482  1“ 4  123  1698  220
635      68     1265     186ボット②  309  555
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表 5 苗調査及び生育調査 (試験 2)

注 *:葉色は SPAD 502葉緑素計で測定

表6 月別総収量及び枯死株率

(kg/a)  (%)
787 (100) 0

ポット①
ポット②

1

(131)

(131)

‐４５

‐３４

・

‐３‐

584   ( 74)

541   ( 69)

ボット0  39  (87)
ポット② 41 (91)
歓     29  (64) 128(87)

203

206

(109)221

(111)   238

(kg/a)  (%)
716 (100) 0
737 (103)  0
-    -   87
731  (102)   0

(100)

(115)

(123)

100

(92)

( 90)

注 ( )|ま 対照区に対する比

た (表 5)。

1998年では,ボ ット① o②で,収量が劣り, 6月 下旬頃

から枯死する株が発生した。これは,1998年は,仮植から

定植まで64日 と長く,過剰に肥料が溶出したことが一因と

考えられた。

1999年ではボット②で 7月 中旬頃から枯死株が現れ,最

終的に9割近くが枯死した (表 6)。

なお,その他の区では,対照区並からやや優る収量が得

られた。

試験 1と 同様に,土壌中 (移植した株の中間を採取,地

表下15m)の硝酸態窒素濃度は,対照区よりも低く推移 し

た (図 1)。

4 ま  と  め

5月定植作型,ハ ウスピーマン栽培において,肥効調節

型肥料の局所施肥は,窒素施肥量を約 3割減肥しても,対

照区並の収量が得られ,追肥の省略も可能であった。また,

初期溶出肥効調節型肥料の植穴施肥は対照区並～やや優る

収量が得られたが,ポ ット施肥では枯死率が高く,生育 ,

収量とも不安定であった。
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